
第２学年「もっと なかよし まちの人」ＥＳＤストーリーマップ 

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 

      

＜学習テーマ＞ 朝日地区の自然・地域・身の回りの人々に関わり，それらと自分がつながっている
ことがわかる。 

≪学級活動≫「１年生を迎える会」○ｺﾐ  
・ 新１年生とかかわり，仲良く学校生活を送るこ

とができるように下級生とともに，楽しい時間を

過ごす。 

≪算数≫「水のかさをはかってあらわそう」○基  

・ 普遍単位の必要性，有用性を学び，水のかさを普遍

単位を用いて表すことができる。 

・ 水の体積についての量感を，水の体積を測る経験を

積みながら育てる。 

 

≪道徳≫ 

「しぜんといのち」○メ  

・ 身近な自然に親しみ， 

自然のもつすばらしさを感じる

ことで，動植物の命を慈しみ，

大切にしていこうとする。 

≪国語≫「かんさつ名人になろう」○基  

・ 経験したことから書くことを見つけ，必要な事柄を集めたり確かめた

りすることができる。 

・身近なことを洗わす語句の量を増し，文章の中で使うことができる。 

・育てている動植物を観察し，分かったことなどを記録する。 

○ 生き物を探して捕まえたり，飼育したりする活動を通して生き

物も自分たちと同じように生命をも,っていることに気付き，生き

物へ親しみをもって接することができるようにする。○基○問○プ  

・ １年生の時は，バッタやカマキリなどを捕まえて育てたね。今度はビ

オトープに行って，水の中にすむ生き物をつかまえたいな。 

・ 捕まえた生き物の名前を図鑑で調べてみよう。 

・ どんなすみかにしたらいいかな。餌はなにを食べるんだろう。 

○ 相手に合った発表の仕方を考え，なかよくなった生き物のこと

を分かりやすく伝えることができるようにする。 

・ １年生に生き物のことを教えてあげたいな。生き物に詳しい５・６年

生にも見てほしいな。 

・ 生き物新聞を書いて，みんなに生き物のことを伝えたいな。実際にえ

さを食べているところも見てほしいな。 

・ 分かりやすく伝えるためには，どんな発表の仕方がいいのかな。 

 

 

土台となる資質・能力 
新学習指導要領における 
育成すべき資質・能力 

提案したり伝えたりする姿（プレゼンテーション力）      ○プ  

実践力（培った力を発揮） 
自分の考えを持ち，交流し合う姿（コミュニケーション力）    ○ｺﾐ  

話し合いを通じて自分の考えを高める力（コラボレーション力）○ｺﾗ  

協力して社会づくりに参画する力                            ○協  

問題を発見する力・解決する力                     ○問  

思考力（中核となる資質・能力） 

論理的・批判的に考える力                                  ○論  

異なる考えを統合して考えを導き出したり 
新しいアイディアを生み出したりする力（イノベーション力）  ○イ  

学びを振り返り自己をみつめる力（メタ認知力）              ○メ  

振り返りから次に学ぶべきことを探す適応的学習能力          ○適  

基礎的・基本的な知識・技能（言語スキル・数量スキル）   ○基  
基礎力（思考力を支えるベース） 

ICT スキル 情報リテラシー（情報スキル）                ○情      

 

海洋教育との関連 

≪音楽≫「あつまれ おんがく なかま」○基  

・ 知っている歌を見つけてみんなで歌おう。 

・ 朝日小学校の校歌を覚えよう。 

≪音楽≫「うみ」○基   

海は広くて大きいこと，いろい

ろなところとつながっていること

を歌詞から知る。 

 

≪遠足≫ ○基  

・ ブナセンターを見学し，只見に生息

する生物を知ったり，ブナの葉染めを

体験したりする。 

○ 野菜を育てることに関心をもち，実際に野菜

を育てることにより，人に野菜のことを聞いた

り，本で調べたりして，適切な世話の仕方を考

え，実行することができるようにする。○問○ｺﾐ  

 ・ どんな野菜を育てようかな。 

 ・ 野菜はどのように植えるのかな？種かな？苗かな？ 

 ・ どうやって育てていけばいいのかな？ 

 ・ 育つ様子を記録したいな。 

 ・ 野菜を育てているおじいちゃん，おばあちゃんの話

を聞きたいな。 

 

≪道徳≫ 

「わたしの学校」 
・ よりよい学校にしようとたくさんの

人が働いていることに気付かせ，これ

らの人に親しみをもち，楽しく学校生

活を過ごそうとする心情を育てる。 

○ １年生の時の経験をもとに，２年生で行動

していきたいことを考える。○メ○プ  

・ 新入生が学校にやってくるから，学校のことをたく

さん教えたいな。 

・ 下級生ができるから，お兄さん，お姉さんとして学

校生活を送りたいな。 

・ 自分にできること自分でできるようになりたいな。 

○ １年生に学校の様子を教える活動について

課題を設定する。 

・ 校舎にどんな教室があるのか，その様子を知っても

らいたいな！ 

・ 先生の名前は知っているのかな？ 

・ 学校のこと知っているつもりだったけれど，自分も

よくわかっていないことがあるな，新入生に教える

なら，もっと学校のこと詳しく知りたいな。 
 

※ これまでの実践から予想される児童の反応例 
 

≪なかよし活動≫○協  

・ 只見の川に親しみみんなと

なかよく活動する。 

○ 野菜の状態を観察し，収穫することを通して，

植物の生命力を実感するとともに，自分で野菜を

育て，収穫したという充実感をもつことができる

ようにする。○メ  

・ たくさん育てた野菜。実がなるできた時期や，大きく

なる様子が違うな。 

・ わたしたちの力で，野菜をたくさん収穫することがで

きたよ。 

・ 収穫した野菜を使って，パーティーをしてみたいな。 

・ 収穫した野菜を他の学年にも見てほしいな。 

 



第２学年「もっと なかよし まちの人」ＥＳＤストーリーマップ 
１０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 

      

 

≪図工≫ 

「リースを作ろう」 ○ｺﾐ  
・ さつまいもやアサガオの 

つるを使ってリースを作

る。 

≪図工≫ 

「音づくり フレンズ」○ｺﾐ  
・ 秋の自然物を使って，楽器

を作る。 

≪道徳≫ 

「ごめんね みなみ」○メ  

・ 人間の何気ない行動が動植物に

大きな影響を与えていることに気

付き，動植物のためにできること

を考え，大切にしていこうとする

態度を養う。 

 

≪学級活動≫「もうすぐ３年生」○メ  

・ 自分の成長を振り返り，進級に向けた心の準備を

するとともに，学校の一員としての自覚を高める。 

≪国語≫「楽しかったよ 二年生」○基  

・ 身近なことや経験したことなどから話題を決め，伝え合

うために必要な事柄を選ぶことができる。 

・伝えたいこと事柄や相手に応じて，声の大きさや速さなど

を工夫することができる。 

 

○ 育ててきた野菜の成長の

様子や世話の様子を振り返

り，命ある植物を世話する

ことができた自分たち成長

に気づくことができる。○メ  

・ 一生懸命に野菜を育ててき

た様子を，新聞にまとめてみ

たいな。 

・ 収穫した野菜をたくさんの

人に食べて欲しいな。 

・ １年生と一緒にスイートポ 

テトを作ったよ。 

・ ぼくたちが育てた野菜が給

食で使われたよ！みんなのた

めになる活動ができたよ。 

・ もっと違う野菜を育ててみ

たいな。 

≪学校行事≫ 「学習発表会」○プ  

・ 生活科や国語科で学んだ昔語りを，

観客に伝わるように気持ちをこめて発

表することができる。 

≪行事≫ 

「只見の四季を実感しよう（雪祭

り雪像づくり）」○協  

・ 雪像作りを通して，只見町の催しに

関わる。 

・  雪を只見のよさととらえ，それを取

り入れた楽しみ方を実感する。 

≪道徳≫○イ  

「公園のおにごっこ」 
・ 自分より幼い子に対し

て，相手の気持ちを自分な

りに理解し，親切な行為を

行うことを通して，相手の

喜びを自分の喜びとして受

け入れようとする心情を育

てる。 

○ 自分の成長をふり返る。○メ  

・ 今年は１年生のお兄さん，お姉さんとして学校生活をがん

ばったよ！ 

・ たくさんの野菜を育てたよ。町のみんなにもその野菜を味

わってもらったよ。お礼のお手紙をもらってとってもうれし

かった！ 

・ 地域の方に昔語りを教えてもらって，学習発表会や町民文

化祭で発表したよ。緊張したけど，しっかりと発表できてう

れしかったな。 

・ １年生の時よりもできることが増えたよ。もう少しで３年

生。もっともっと学校の中でできることを増やしたいな。 

 

土台となる資質・能力 
新学習指導要領における 
育成すべき資質・能力 

提案したり伝えたりする姿（プレゼンテーション力）      ○プ  

実践力（培った力を発揮） 
自分の考えを持ち，交流し合う姿（コミュニケーション力）    ○ｺﾐ  

話し合いを通じて自分の考えを高める力（コラボレーション力）○ｺﾗ  

協力して社会づくりに参画する力                            ○協  

問題を発見する力・解決する力                     ○問  

思考力（中核となる資質・能力） 

論理的・批判的に考える力                                  ○論  

異なる考えを統合して考えを導き出したり 
新しいアイディアを生み出したりする力（イノベーション力）  ○イ  

学びを振り返り自己をみつめる力（メタ認知力）              ○メ  

振り返りから次に学ぶべきことを探す適応的学習能力          ○適  

基礎的・基本的な知識・技能（言語スキル・数量スキル）   ○基  
基礎力（思考力を支えるベース） 

ICT スキル 情報リテラシー（情報スキル）                ○情      

 

≪道徳≫ 

「だっこしながら」○メ  

・ 生きていることのすば

らしさに気付くことを通

して，かけがえのない生

命を大切にしようとする

心情を育てる。 

○ 地域の方から只見に伝わる昔語りを聞き，

昔語りに興味をもって，語りに取り組むこと

ができる。○問○ｺﾐ  

・ 只見にはどんな昔話があるのかな？ 

・ 地域の方の昔語りはすごいな！知らない話がた

くさんあるよ。わたしも語ってみたいな！ 

・ どのようにして，昔語りは地域につたわってきて

いるのかな？ 

・ 昔語りを教えて欲しいな！ 

・ 昔語りを覚えて，みんなに伝えたいな！ 

≪国語≫ 「主語と述語に気を付けよう」○基  

・ 文の中における主語と述語との関係に気付き，

主語と述語に気をつけて話したり書いたりするこ

とができる。 

≪国語≫ 「見たこと，かんじたこと」○基  

・ 経験したことなどから書くことを見つけ，語

句の量を増やし話や文章の中で使うことができ

る。 

≪生活≫ 

「イワナの稚魚放流」○協  

只見町の魚を守るために地域の方が

協力して活動していることを知る。 

≪生活≫ 

「だんごさし」○基○協  

・ だんごさしを行い，伝統行事に

こめられた思いを知る。 

をしたよ。 

＜目指す児童像＞ 
 

地域や町の「人・もの・

こと」に直接ふれ，体験す

ることで地域や町のすば

らしさを知り，積極的に

参加できる児童。 

 


